
                 平成13年度財団法人日光社寺文化財保存会

           事    業    報    告
                （平成13年４月１日から平成14年３月31日まで）

Ⅰ 事業の実施

１．建造物保存修理事業

 （１）事業費

        二荒山神社    １２０，０００，０００円

        東  照  宮     ７３，０００，０００円

        輪  王  寺     ４１，０００，０００円

 （２）事業の対象

       事  業  項  目               事   業   内   容

二荒山神社 神   橋 継続（平成９～１４年度）

 各仮設物点検・整備、一部使用済施設撤去

 高欄嫁束材並びに乳の木小屋根廻り材購入、乳の木小屋根

 廻り・橋板廻り・親柱材の新材加工仕上げ、乳の木小屋根

 組直し、往桁・桟梁組上げ、橋板張込み。乳の木小屋根銅

 板葺直し、木部防腐・防虫処理。

東照宮 上 神 庫 継続（平成９～１４年度）

 南北妻破風板・懸魚、北妻校木及び腰長押より下部足元廻

 り、正面腰長押より下部足元廻り、明窓廻り等の各所漆塗

 替え。両側面内法長押・中長押・内法小羽目板、正面頭貫

 ・内法長押・中長押・内法小羽目板・桟唐戸連子、四隅柱

 頭拳鼻の各所彩色改め。

 自動火災報知設備外部空気管張直し。

西 廻 廊 継続（平成９～１４年度）

 現場区域仮囲い養生仮設位置移動。

 内部丸桁・台輪・頭貫・内法長押・柱上組み物廻り中央間

 ３間分彩色改め。

輪王寺 大 猷 院 継続（平成９～１３年度）

鼓 楼  素屋根、仮設各施設解体・撤去・跡片付け清掃。

 東側面の雨落側溝縁石および同底石の据直し整備。

 袴腰押縁廻り・高欄親柱逆蓮・入母屋懸魚・化粧隅木各

 取付き金具の漆箔押再生、並びに各再生済金具の取付け。

 建物外部廻りの自動火災報知設備空気管張直し。

 修理銘札作成取付け。
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    事 業 項 目         事  業  内  容

輪王寺 本  堂 継続（平成１３～１４年度）

（三仏堂）  修理範囲周辺仮囲い養生、仮設電気設備設置、消火器・

 バケツ・ドラム缶の防災用備品類準備。

 正面東半および東側面前方寄りの縁高欄廻り並びに縁板

 破損・腐朽箇所の部分解体修理。

２．建造物防災設備整備事業

 （１）事業費

        二荒山神社     ２０，２００，０００円   

        東 照 宮     ３２，６００，０００円

        輪 王 寺     ２７，２００，０００円

 

 （２）事業の対象

        事 業 項 目         事  業  内  容

二荒山神社 自動火災報知 継続（平成１２年～１４年度）

設備整備  電線・ケーブル類の取替え、総合盤、端子盤、保安器等の

 取替え。

東照宮 自動火災報知 継続（平成１２年～１４年度）

 設備整備  電線・ケーブル類の取替え、総合盤、端子盤、保安器等の

 取替え。

輪王寺 自動火災報知 継続（平成１２年～１４年度）

設備整備  電線・ケーブル類の取替え、総合盤、端子盤、保安器等の

 取替え。

３．下記の防災設備維持事業を直轄で実施した。
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   二社一寺防災設備

         (１)自動火災報知設備、消火設備異常時の整備。

   (２)導水路、貯水槽の水量及び水位の調整。

４．保存修理記録資料の整備

   彩色工事資料、彩色見取図、工事記録及び写真の保存整備を行なった。

５．文化財建造物彩色修理技能者の研修を行なう。

  平成13年12月10日～20日

  平成14年 2月18日～23日    延べ 16日間

研修場所   （財）日光社寺文化財保存会  研修棟

研修人員   ５団体   ９名

研修内容   彩色施工例見学   彩色技法・工程実習

研修経費   2,400,000円    国庫補助金  2,000,000円

期  間

6


